
電気通信大学の教員との連携は
お任せ下さい

「産学官連携支援部門」では、電気通信大学の産学官連携の窓口として、

教員の研究の蓄積を社会に広く展開し、企業のニーズに応えて、社会の役に立つ

研究・開発を推進するため、下記のような活動をしています。

産学官連携支援部門の業務
■教員との産学官連携をコーディネート

　●学術相談、共同研究、受託研究など（裏面をご覧ください）

　●公的資金による研究プロジェクトの企画調整

■教員の研究成果の情報発信

　●研究室紹介誌「OPAL‐RING」発刊

　●学内での産学官連携イベント「産学官連携 DAY in 電通大」の開催

　●国内外での展示会や新技術説明会への参加

■社会・産業界から大学へのニーズ情報の収集

■電気通信大学産学官連携センター事業協力会、TLO（株式会社キャンパスクリエイト）、

　同窓会（目黒会）との連携

　●研究開発セミナーの開催など



3
企業等からの委託を受けて、企業等（委託者）が負担する経費に
より、教員が職務として研究を行い、その成果を委託者に報告する
制度です。

企業等と大学の間で受託研究契約を結びます。
期間：受託研究実施に当たっては、企業等と大学の間で受託研究契
約を結びます。複数年度にわたる研究も可能です。
費用：研究経費は、当該研究遂行に必要な経費（直接経費）と当該
研究遂行に関連し直接経費以外に必要となる経費（間接経費）の合算
額となります。この場合の間接経費の額は、直接経費の30%に相当
する額となります。

国立大学法人 電気通信大学
産学官連携センター 産学官連携支援部門

E-mail：onestop@sangaku.uec.ac.jp
UＲＬ：http://www.crc.uec.ac.jp
〒182-8585　東京都調布市調布ヶ丘１－５－１　電気通信大学 東7号館

「相談・指導を受けたい」 学術相談1
本学の教員等が教育・研究及び技術上の専門的知識に基づき、
企業等からの各種相談に対し助言・指導を行う制度です。

学術相談を希望される場合は、指導内容・期間・相談料等について、
産学連携コーディネーターに事前に相談してください。事前相談の
結果、学術相談が可となった場合には、「学術相談申込書」を提出して
いただき、学術相談契約を締結します。
期間：相談内容により異なりますので、依頼者と相談担当教員、産学
連携コーディネーターが協議し、決定します。複数年度にわたる相談も
可能です。
費用：相談料は、相談に対する対価及び相談に直接必要な経費
（直接経費）と共通経費負担分（間接経費）からなります。間接経費の
額は、直接経費の30%に相当する額となります。

2
企業等の研究者と大学の教員が共通の課題について、対等の立場
で研究する制度です。

共同研究には、企業等の研究者（共同研究員）と研究経費等を大学で
受け入れ、共同して研究を行う方式〈共同研究員受入型〉と、大学は
企業等から研究経費等を受け入れますが、研究はそれぞれの施設で
分担して行う方式〈分担型〉があります。
期間：共同研究実施に当たっては、企業等と大学の間で共同研究
契約を結びます。複数年度にわたる研究も可能です。
費用：研究経費は、当該研究遂行に必要な経費（直接経費）と当該
研究遂行に関連し直接経費以外に必要となる経費（間接経費）の合算
額となります。この場合の間接経費の額は、直接経費の１０%に相当
する額となります。なお、共同研究員受入型の場合は、共同研究員１人
につき年額４２万円の研究料を別途お支払いいただきます。

「一緒に研究をしたい」 共同研究

「研究をしてほしい」 受託研究 4
企業等から現職の技術者や研究者を大学に派遣し、大学院レベル
の研究の指導を受けることができる制度です。

専ら個人の研究のために教員の指導を受ける「研究生」とは異なり、企
業等の事業目的のために派遣されるもので、現職の技術者や研究者で
あって、大学院に入学することのできる資格がある者、またはこれと同等
以上の学力があると学長が認めた者が対象となります。
期間：６ヵ月を超えて１年以内（長期）と６ヵ月以内（短期）があります。た
だし、受入れが許可された日の属する会計年度を超えることはできませ
ん。研究の継続が必要な場合は、翌年度に更新することができます。
費用：研究期間が「長期」の場合は541,200円、「短期」の場合は
270,600円となります。

「研究指導を受けたい」 受託研究員

5
本学の教育・研究の奨励を目的として、民間企業等から寄付を受け
入れる制度です。

「教育・研究の奨励」 奨学寄付金 6
本学の教員と共同で行う、公的資金によるプロジェクトの提案を支
援します。

JSTやNEDOなどの公的資金ファンディング機関では、産学官連
携による研究活動へ競争的資金（公募）により様々なファンディングが行
われています。

「公的資金で共同研究したい」
プロジェクト共同提案

産学官連携の様々な進め方
詳細は、onestop@sangaku.uec.ac.jpまでお問い合せ下さい

お問合せ


